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事業の区分 
１．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関す

る事業 

事業名 【NO.3】 

病床機能分化・連携促進事業 

【総事業費】 

99,064 千円 

事業の対象

となる区域 
各病院 

事業の期間 平成 29 年４月～平成 32 年３月 

☑継続 ／ □終了 

事業の目標 アウトカム：地域医療構想上整備が必要な県全域の回復期機能の病床を

平成 37 年度までに 21,123 床整備する。 

アウトプット：急性期等から回復期への機能転換を図る病床の確保：平

成 37 年度までに 21,123 床 

事業の達成

状況 

未定（平成 30 年度病床機能報告により確認予定） 

事業の有効

性・効率性 

医療機関の円滑な病床機能転換を支援することで、地域医療構想達成に

向けて必要とされる回復期病床の確保が図られ、また、医療機関への周

知を適宜行うことで助成事業の活用を促し、回復期病床への転換を効率

的に進められた。 

その他  
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【NO.17】 

薬局薬剤師の在宅医療参加促進事業 

【総事業費】 

2,106 千円 

事業の対象

となる区域 
全区域 

事業の期間 平成 27 年１月～平成 29 年３月、平成 30 年 4 月～平成 31 年 3 月 

☑継続 ／ □終了 

事業の目標 アウトカム：在宅可能薬局登録数の増加（H27.2：862件）  

アウトプット：  

① 在宅医療に関する研修会の実施：県内23地区にて各１回  

② 在宅薬物療法に関する専門的な研修会の実施：３テーマ、10回  

③ 基幹病院と地域薬剤師会でシンポジウム及び協議会を実施：シンポジウム

→１回、協議会→県内４ブロックにて各４回  

事業の達成

状況 

① 薬局薬剤師に対して、在宅医療における薬剤師の役割や必要な技能等に関

する研修会を実施した（H26 :４回（合計参加者数 331名）、H28:２回（合計

参加者数 41名））。 

② 腎臓病を主テーマとした研修会を４回（合計参加者数 248 名）、がんを主

テーマとした研修会を２回（合計参加者数 105 名）及び緩和ケアを主テーマ

とした研修会を４回（合計参加者数 266名）開催した（H28 計 10回（合計参

加者数 619名））。 

③ 基幹病院等と薬局間の連携強化を目的として、基幹病院等と地域薬剤師会

で会議を行い、薬局薬剤師の退院時共同指導の参加等を提案した（H26:４地

区（総会議数 14回）、H28:２地区（総会議数 33回））。 

また、シンポジウムを開催し、平成 27年度までに本事業を実施した地域薬

剤師会から成果を報告することで、在宅医療への参加手法を共有した（H28:

１回（合計参加者数 276名））。 

在宅医療における薬剤師の役割を紹介するリーフレットを対象者毎に３種

類作成し、連携強化の資材として活用した（H28:県民向け 20,000部、医師向

け 7,500部、介護職等向け 7,500部）。 

事業の有効

性と効率性 

（１）事業の有効性 

研修会の実施により、薬局薬剤師の在宅医療参加に対する意識や知識・技能

の向上につながった。また、薬剤師会と基幹病院等との会議の実施により、在

宅薬物療法における薬局と病院等の医療機関との連携促進が図られた。 

（２）事業の効率性 

基幹病院等と薬局間の連携強化に当たって、各薬局ではなく地域薬剤師会が

とりまとめて基幹病院等との会議を実施することにより、効率的な事業実施が

図られた。また、シンポジウムを開催し、在宅医療への参加手法を共有したこ

とで、在宅医療への参加が進んでいない地域の個々の薬局に対しても、参加促

進が図られた。 

在宅医療における薬剤師の役割について、県民及び他職種の理解が深まるよ

う薬剤師の役割を紹介するリーフレットを対象者毎に３種類作成の上、配付し

た。 

その他  

 


